
(57)【要約】

【課題】　正弦波形又は台形波形の磁界を発生するモー

タ回転子の構造を提供する。

【解決手段】　多数の珪素鋼板１を積み重ねて構成され

、各珪素鋼板１の周縁には等距離を置いて窪みを呈する

磁性材料を収容するための収容部１１が多数設けられて

いる。収容部１１は底面１１１と開口１１２とを有し、

底面１１１から上へ収縮する形態を呈している。底面１

１１と開口１１２とは二側面で連続し、底面１１１には

開口１１２方向に突起する突部１３が設けられている。

磁性材料を収容部１１に嵌め込むときに、磁性材料が突

部１３の上縁に当接し、電気を入れて回転する際に、固

定子と作用して正弦波形の磁界が発生する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 数 の 珪 素 鋼 板 を 積 み 重 ね て 構 成 さ れ 、 各 珪 素 鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い て 窪 み を 呈
す る 磁 性 材 料 を 収 容 す る た め の 収 容 部 が 多 数 設 け ら れ 、 前 記 収 容 部 は 底 面 と 開 口 と を 有 し
、 前 記 収 容 部 は 底 面 か ら 上 へ 収 縮 す る 形 態 を 呈 し 、 前 記 底 面 と 前 記 開 口 と は 二 側 面 で 連 続
し 、 前 記 収 容 部 の 底 面 に は 開 口 方 向 に 突 起 す る 突 部 が 設 け ら れ 、 磁 性 材 料 を 前 記 収 容 部 に
嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料 が 前 記 突 部 の 上 縁 に 当 接 し 、 電 気 を 入 れ て 回 転 す る 際 に 、
固 定 子 と 作 用 し て 正 弦 波 形 の 磁 界 が 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る モ ー タ 回 転 子 の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 磁 性 材 料 は 、 永 久 磁 石 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の モ ー タ 回 転 子 の 構 造
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 二 側 面 と 前 記 収 容 部 の 底 面 と が 連 接 す る 箇 所 に は 、 窪 み 部 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の モ ー タ 回 転 子 の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 多 数 の 珪 素 鋼 板 を 積 み 重 ね て 構 成 さ れ 、 各 珪 素 鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い て 窪 み を 呈
す る 磁 性 材 料 を 収 容 す る た め の 収 容 部 が 多 数 設 け ら れ 、 前 記 収 容 部 は 底 面 と 開 口 と を 有 し
、 前 記 収 容 部 は 底 面 か ら 上 へ 収 縮 す る 形 態 を 呈 し 、 前 記 底 面 と 前 記 開 口 と は 二 側 面 で 連 続
し 、 前 記 収 容 部 の 底 面 に は 開 口 方 向 に 突 起 す る 二 突 部 が 設 け ら れ 、 磁 性 材 料 を 前 記 収 容 部
に 嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料 が 前 記 二 突 部 の 上 縁 に 当 接 し 、 電 気 を 入 れ て 回 転 す る 際
に 、 固 定 子 と 作 用 し て 台 形 波 形 の 磁 界 が 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る モ ー タ 回 転 子 の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 に 係 り 、 特 に 、 磁 性 材 料 を 回 転 子 の 周 縁 に 嵌 め
込 む こ と が で き る 構 成 に よ り 、 回 転 子 が 回 転 す る 際 に 、 正 弦 波 形 又 は 台 形 波 形 の 磁 界 を 発
生 す る モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の モ ー タ の 回 転 子 は 多 数 の 珪 素 鋼 板 を 積 み 重 ね て 構 成 さ れ る も の で あ り 、 前 記 珪 素
鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い て 磁 性 材 料 を 収 容 す る た め の 窪 み が 複 数 設 け ら れ 、 前 記 各 窪
み の 寸 法 は 前 記 磁 性 材 料 の 寸 法 よ り や や 大 き く 設 計 さ れ 、 磁 性 材 料 が 粘 着 剤 を 塗 布 さ れ て
窪 み に 嵌 め 込 ま れ る と 、 そ れ ら が 結 合 さ れ る 。
　 し か し な が ら 、 粘 着 方 式 に よ り 磁 性 材 料 を 結 合 す る 方 法 は 、 回 転 子 が 長 時 間 高 速 で 回 転
す る と 、 高 速 回 転 の 状 態 で 磁 性 材 料 が 脱 落 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 磁 性 材 料 を 埋 め 込 み 方 式 に よ り 結 合 す る 方 法 が 採 用 さ
れ 、 図 ７ と 図 ８ に 示 す よ う に 、 そ れ は 別 の タ イ プ の 珪 素 鋼 板 ７ で あ り 、 前 記 珪 素 鋼 板 ７ の
中 心 部 に は モ ー タ シ ャ フ ト を 挿 入 す る た め の 固 定 孔 ７ １ が 開 け ら れ 、 前 記 珪 素 鋼 板 ７ の 周
縁 に は 等 距 離 を 置 い て 磁 性 材 料 ８ を 収 容 す る た め の 収 容 部 ７ ２ が 多 数 設 け ら れ 、 前 記 収 容
部 ７ ２ と 前 記 磁 性 材 料 ８ と の 嵌 め 合 い は 動 き ば め で あ り 、 前 記 磁 性 材 料 ８ を 前 記 収 容 部 ７
２ 内 に 埋 め 込 む と 、 磁 性 材 料 ８ が 包 ま れ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 前 記 磁 性 材 料 ８ を 収 容 部 ７ ２ 内 に 容 易 に 固 定 す る た め に 、 前 記 収 容 部 ７ ２ の 寸 法
は 磁 性 材 料 ８ の 寸 法 よ り 大 き く 設 計 さ れ 、 そ う す る と 、 回 転 子 が 高 速 で 回 転 す る と き 、 磁
性 材 料 ８ が 収 容 部 ７ ２ に ぴ っ た り と 合 う こ と が で き ず 、 衝 突 音 が 発 生 す る 。 逆 に 、 前 記 収
容 部 ７ ２ の 寸 法 が 磁 性 材 料 ８ の 寸 法 よ り 小 さ く 設 計 さ れ る と 、 前 記 磁 性 材 料 ８ は 割 れ 易 い
素 材 で 作 製 さ れ る も の な の で 、 磁 性 材 料 ８ を 収 容 部 ７ ２ に 強 力 に 押 し 入 れ る と 、 磁 性 材 料
８ が 割 れ 易 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 図 ８ に 示 す よ う に 、 前 記 収 容 部 ７ ２ と 珪 素 鋼 板 ７ の 周 縁 に は 回 転 子 と 固 定 子 と の 間 の 隙
間 Ｈ １ の 他 に 磁 性 材 料 ８ を 包 む 珪 素 鋼 板 の 外 縁 の 幅 も 加 え る の で 、 磁 性 材 料 ８ と 固 定 子 と
の 間 の 誘 導 距 離 は か な り 大 き い 。 前 記 珪 素 鋼 板 ７ は 十 分 な 強 度 で 磁 性 材 料 ８ を 固 定 す る が
、 そ の 幅 は 磁 性 材 料 ８ と 回 転 子 の 周 縁 と の 距 離 を よ り 大 き く す る の で 、 モ ー タ の ト ル ク 及
び 効 率 が 降 下 す る 。
　 ま た 、 モ ー タ の 回 転 子 が 所 望 の 正 弦 波 形 又 は 台 形 波 形 の 磁 界 を 発 生 す る 場 合 に は 、 極 め
て 複 雑 な 回 路 が 必 要 な の で 、 モ ー タ の 回 転 子 は 改 善 の 余 地 が 残 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 珪 素 鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い た 収 容 部 が 複 数 で 設 け ら れ 、 前
記 収 容 部 が 内 か ら 外 へ 縮 小 す る 形 態 で あ る の で 、 磁 性 材 料 を 収 容 部 に 嵌 め 込 む と き 、 磁 性
材 料 が 収 容 部 の 弾 性 変 形 に よ っ て 挟 み 固 定 さ れ 、 収 容 部 の 底 部 に あ る 突 部 と 当 接 す る の で
、 回 転 す る と き に は 、 固 定 子 と 作 用 し て 磁 界 を 発 生 し 、 前 記 磁 界 の 波 形 は 正 弦 波 形 又 は 台
形 波 形 を 呈 し 、 な お 、 正 弦 波 形 の 磁 界 は 起 動 が ス ム ー ズ で 、 起 動 電 流 が 少 な く 、 定 位 精 度
が 高 い な ど の 特 性 を 有 し 、 台 形 波 形 の 磁 界 は 起 動 ト ル ク 及 び 瞬 間 ト ル ク が 大 き い 特 性 を 有
す る モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 次 の 目 的 は 、 磁 性 材 料 と 固 定 子 と の 距 離 を も っ と 近 接 に す る こ と に よ り 、 隙 間
が よ り 小 さ く な っ て モ ー タ の ト ル ク が 増 加 す る モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た 本 発 明 は 、 多 数 の 珪 素 鋼 板 を 積 み 重 ね て 構 成 さ れ 、
各 珪 素 鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い て 窪 み を 呈 す る 磁 性 材 料 を 収 容 す る た め の 収 容 部 が 多
数 設 け ら れ 、 前 記 収 容 部 は 底 面 と 開 口 と を 有 し 、 前 記 収 容 部 は 底 面 か ら 上 へ 収 縮 す る 形 態
を 呈 し 、 且 つ 前 記 底 面 と 前 記 開 口 と は 二 側 面 で 連 続 し 、 前 記 収 容 部 の 底 面 に は 開 口 方 向 に
突 起 す る 突 部 が 設 け ら れ 、 磁 性 材 料 を 前 記 収 容 部 に 嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料 が 前 記
突 部 の 上 縁 に 当 接 し 、 電 気 を 入 れ て 回 転 す る 際 に 、 固 定 子 と 作 用 し て 正 弦 波 形 の 磁 界 が 発
生 す る こ と を 特 徴 と す る モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 で あ る こ と を 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 （ イ ） 珪 素 鋼 板 の 周 縁 に は 等 距 離 に 置 い た 収 容 部 が 複 数 設 け ら れ 、 前 記 収 容 部 が 内 か ら
外 へ 縮 小 す る 形 態 で あ る の で 、 磁 性 材 料 を 収 容 部 に 嵌 め 込 む と き に 、 磁 性 材 料 が 収 容 部 の
弾 性 変 形 に よ っ て 挟 み 固 定 さ れ 、 収 容 部 の 底 部 に あ る 突 部 と 当 接 す る の で 、 回 転 す る と き
に は 、 固 定 子 と 作 用 し て 磁 界 を 発 生 し 、 前 記 磁 界 の 波 形 は 正 弦 波 形 又 は 台 形 波 形 を 呈 し 、
な お 、 正 弦 波 形 の 磁 界 は 起 動 が ス ム ー ズ で 、 起 動 電 流 が 少 な く 、 定 位 精 度 が 高 い な ど の 特
性 を 有 し 、 台 形 波 形 の 磁 界 は 起 動 ト ル ク 及 び 瞬 間 ト ル ク が 大 き い 特 性 を 有 す る 。
　 （ ロ ） 磁 性 材 料 と 固 定 子 と の 距 離 を も っ と 近 接 に す る こ と に よ り 、 隙 間 が よ り 小 さ く な
る の で 、 モ ー タ の ト ル ク が 増 加 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 す る 。 図 面 に 示 す 実 施 例 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め に 挙 げ た 例 で あ
り 、 本 発 明 の 特 許 請 求 範 囲 を 限 定 す る た め の も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る モ ー タ に お け る 回 転 子 の 構 造 は 、 多 数 の 珪 素 鋼 板 １ を 積 み 重 ね
て 構 成 さ れ 、 各 珪 素 鋼 板 １ の 周 縁 に は 等 距 離 を 置 い た 窪 み を 呈 す る 磁 性 材 料 ２ を 収 容 す る
た め の 収 容 部 １ １ が 多 数 設 け ら れ 、 本 実 施 例 で は 、 前 記 磁 性 材 料 ２ は 永 久 磁 石 で あ り 、 前
記 収 容 部 １ １ は 底 面 １ １ １ と 開 口 １ １ ２ と を 有 し 、 前 記 収 容 部 １ １ は 底 面 １ １ １ か ら 上 へ
収 縮 す る 形 態 を 呈 し 、 且 つ 前 記 底 面 １ １ １ と 前 記 開 口 １ １ ２ と は 二 側 面 １ １ ３ で 連 続 し 、
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前 記 二 側 面 １ １ ３ は 外 か ら 内 へ 大 き く な る 斜 面 を 呈 し 、 な お 、 前 記 二 側 面 １ １ ３ と 収 容 部
１ １ に あ る 底 面 １ １ １ と の 接 す る 箇 所 に は 窪 み 部 １ ２ が 設 け ら れ 、 な お 、 前 記 収 容 部 １ １
の 底 面 １ １ １ に は 開 口 １ １ ２ 方 向 に 突 起 す る 突 部 １ ２ が 設 け ら れ 、 前 記 突 部 １ ２ が 底 面 １
１ １ の 中 央 に 位 置 し 、 前 記 磁 性 材 料 ２ を 前 記 収 容 部 １ １ に 嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料
２ が 前 記 突 部 １ ２ の 上 縁 に 当 接 し 、 な お 、 前 記 珪 素 鋼 板 １ の 中 心 部 に は モ ー タ シ ャ フ ト を
挿 入 す る た め の 固 定 孔 １ ４ が 開 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 磁 性 材 料 ２ を 収 容 部 １ １ 内 に 嵌 め 込 む と き に 、 収 容 部 １ １ の 開 口 １ １ ２ は 磁 性 材 料
２ に 押 さ れ て 微 量 の 変 形 が 発 生 し 、 前 記 変 形 量 が 収 容 部 １ １ の 開 口 １ １ ２ の 寸 法 を 大 き く
し 、 そ う す る と 、 磁 性 材 料 ２ の 収 容 部 １ １ 内 へ の 嵌 め 込 み が 順 調 に で き る 。 な お 、 前 記 磁
性 材 料 ２ を 収 容 部 １ １ 内 に 嵌 め 込 む と き に 、 押 さ れ て 変 形 す る 開 口 １ １ ２ は 変 形 に よ っ て
発 生 す る 弾 力 に よ り 磁 性 材 料 ２ を し っ か り と 挟 み 、 且 つ 収 容 部 １ １ の 底 面 １ １ １ の 幅 が 開
口 １ １ ２ の 幅 よ り 大 き い の で 、 磁 性 材 料 ２ は 収 容 部 １ １ 内 に も っ と 安 定 し て 固 定 さ れ る こ
と が で き 、 高 速 で 回 転 し て も 、 収 容 部 １ １ か ら 離 脱 す る こ と が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 当 該 固 定 子 ４ は 電 磁 磁 石 な の で 、 前 記 固 定 子 ４ と モ ー タ の 回 転 子 と に 電 源 を 入 れ
る と き に 、 前 記 固 定 子 ４ は 回 転 子 に あ る 磁 性 材 料 ２ と 作 用 し て 磁 界 を 発 生 し て モ ー タ を 回
転 さ せ 、 且 つ 磁 性 材 料 ２ が 収 容 部 １ １ に あ る 突 部 １ ３ の 上 縁 と 当 接 す る の で 、 前 記 回 転 子
が 回 転 す る と き に 、 磁 性 材 料 ２ が 固 定 子 ４ の 電 磁 磁 石 と 作 用 し て 磁 界 を 発 生 し 、 図 ３ に 示
す よ う に 、 前 記 磁 界 は 正 弦 波 形 を 呈 し 、 且 つ 前 記 磁 性 材 料 ２ と 固 定 子 ４ と で 発 生 す る 正 弦
波 形 磁 界 は 起 動 が ス ム ー ズ で 、 起 動 電 流 が 少 な く 、 定 位 精 度 が 高 い な ど の 特 性 を 有 す る の
で 、 駆 動 回 路 が よ り 複 雑 で コ ス ト が よ り 高 い 特 性 を 持 つ 設 備 に 適 用 で き 、 例 え ば 、 精 密 タ
イ プ の 工 作 機 械 や 国 防 工 業 や 精 密 バ ル ブ の 角 度 制 御 な ど に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 収 容 部 １ １ が 珪 素 鋼 板 １ の 周 縁 に 位 置 し て い る の で 、 磁 性 材
料 ２ を 収 容 部 １ １ 内 に 嵌 め 込 む 場 合 に 、 隙 間 Ｈ が 最 小 に な り 、 モ ー タ の 効 率 が 向 上 す る 。
　 上 記 に 述 べ る よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る モ ー タ や 発 電 機 に お け る 回 転 子 の 構 造 は 、 収 容 部
１ １ と 珪 素 鋼 板 １ と の 形 態 に よ り 、 磁 性 材 料 ２ を 収 容 部 １ １ 内 に 安 定 し て 固 定 で き 、 且 つ
磁 性 材 料 ２ を 収 容 部 １ １ 内 に 嵌 め て 固 定 す る と き に 、 磁 性 材 料 ２ が 前 記 突 部 １ ３ の 上 縁 に
当 接 す る の で 、 電 源 を 入 れ て 回 転 子 を 回 転 さ せ る と 、 前 記 磁 性 材 料 ２ は 固 定 子 ４ と 作 用 し
て 正 弦 波 形 の 磁 界 を 発 生 し 、 且 つ 前 記 正 弦 波 形 磁 界 は 従 来 の モ ー タ の よ う に 極 め て 複 雑 な
制 御 回 路 が 必 要 な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 も ち ろ ん 、 本 発 明 の 実 施 例 は 他 に ま た 沢 山 あ り 、 そ れ ら は 詳 細 の 変 化 だ け で あ る 。 図 ５
及 び 図 ６ を 参 照 す る 。 こ れ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 で あ り 、 当 該 収 容 部 １ １ の 底 面 １ １ １
に は 二 突 部 １ ３ が 設 け ら れ 、 前 記 二 突 部 １ ３ は 底 面 １ １ １ か ら 開 口 １ １ ２ の 方 向 へ 突 起 す
る 形 態 を 呈 し 、 且 つ 前 記 二 突 部 １ ３ が 前 記 底 面 １ １ １ の 中 央 の 両 側 に 位 置 し 、 磁 性 材 料 ２
を 前 記 収 容 部 １ １ に 嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料 ２ が 前 記 二 突 部 １ ３ の 上 縁 に 当 接 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 磁 性 材 料 ２ を 前 記 収 容 部 １ １ に 嵌 め 込 む と き に 、 前 記 磁 性 材 料 ２ が 前 記 二 突 部 １ ３ の 上
縁 に 当 接 す る の で 、 前 記 固 定 子 ４ と 回 転 子 と に 電 源 を 入 れ る と 、 前 記 固 定 子 ４ が 回 転 子 に
あ る 磁 性 材 料 ２ と 作 用 し て 磁 界 を 発 生 し て モ ー タ を 回 転 さ せ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 磁
界 は 台 形 波 形 を 呈 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 台 形 波 形 の 磁 界 に よ れ ば 、 同 様 の 体 積 及 び 定 格 電 圧 の も の で あ っ て も 、 そ の 起 動
ト ル ク 及 び 瞬 間 ト ル ク が よ り 大 き く な る の で 、 電 動 フ ォ ー ク リ フ ト や 高 負 荷 の 電 動 運 輸 バ
ス な ど に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 実 施 例 は 本 発 明 を 説 明 す る た め に 挙 げ た 例 で あ り 、 本 発 明 の 特 許 請 求 範 囲 を 限 定
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す る た め の も の で は な い の で 、 例 え ば 、 数 値 の 変 更 や 、 モ ー タ 又 は 発 電 機 の 置 換 や 、 機 械
的 な 挟 み 作 用 な ど の 同 様 な 効 果 を 持 つ 部 品 の 置 換 は 、 全 て 本 発 明 の 特 許 請 求 範 囲 に 属 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 の 一 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 の 電 圧 と 時 間 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 と 固 定 子 と の 関 係 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 の 一 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に よ る 回 転 子 の 構 造 の 電 圧 と 時 間 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 珪 藻 鋼 板 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 珪 藻 鋼 板 と 固 定 子 と の 関 係 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 珪 素 鋼 板 、 ２ 　 磁 性 材 料 、 ４ 　 固 定 子 、 １ １ 　 収 容 部 、 １ ２ 　 窪 み 部 、 １ ３ 　 突 部
、 １ ４ 　 貫 通 孔 、 １ １ １ 　 底 面 、 １ １ ２ 　 開 口 、 １ １ ３ 　 側 面 、 Ｈ 　 隙 間
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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